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第一章 緒 言

Koehガ 結 核 菌培 養 濾 液 ヨ リ、 「ツ 尺 ル クll≧

テ創 製 シ、 之 テ結 核 ノ特 異 性 治 療剤 ト シテ種 々

研 究 セ ラ レダ レモ、 現 今 爾 ホ所 期 ノ目 的}達 乳

ル ユ到 ラザ ル ニ反 シ、其 ノ生 物 學 的拉 二診 断 學

的 用 途 ハ現 在 臨 林 留 學 上 鋏 ク可 カ ヅ7レ モ ノニ

シテ、 「ツベ ル ク リン」二 關 ス ル 各種 各方 面 二亙

ル業績 ガ褒 表 セ ラy、 殊 二、近 時 其 ノ本 態 テ降1

明 セ ン トス ル 幾 多 ノ 研 究 ガ 篇 サ レツ ツ ア リ。

⑳K◎chハ 其 ノ研 究 當 初 ヨ リ
、 「ツベ ル ク リ ン」

ノ本態 テ ナ スモ ノハ蛋 白罷 又 ハ蛋 白誘 導 艦 ナ ラ

ン ト シrア ル コー ル」或 ハ軍 寧 酸 テ以 テ分 剣 セ ン

}ン タルモ 、 其 ノ後 蛋 白質 轟 ヨル非特 異 性物 質

ノ作 用 テ発 レ ン トシ、 無 蛋 白培 地 ノ製 造 ガ企 テ

ラ レ、即 チ{2}Proskaneru.Beck,{3}Uschinsky,

獅Fraenke1,{5}Lockernann,esaCong,〔78auton,

t"}Sullivan ,{9}Dorset,瀞Kirehner等 ニ ョ リ順

次 種 々+ル 合 成 培 地 ガ考 案 セ ラ し、 而 シ テ是 等

ヨ リ得 タ}y所 謂albumosefreiesNbereulin

fT 。A.F./9生 物 化 學 的 検 索e-me用 セ リ、

從 來 「ツ ベ,レ ク リ ンJ中 ノ有 数 因 子 ノ分 離 二種 々

ナ ル 方 法 ガ褒 表 セ ラ し タル モ、 認 ム可 キ精 製 法

ト シ テ大 略 次 ノ2種 ア リ。 即 チー一ヅ ハ 互 艶 沌

學 派 ∴ 屡1ス 駐Long及 ビSe{bert一 派 ノalun-

dumcupノ 外 面 轟Schiessbaumwo1leノ 膜

テ 作 リ、 之 ヲ 濾 過 セ シ メ タル 「ツ ベ,tク リ ン」ヲ

三 麺 化 酷 酸 壁以 テ慮 理 セ2v・Ultrafiltrationsme・ ・

thode二 。シ テ`i2)Seibertノ ・之 二・ヨ リ、「ツA、7Veク

リ ン」作 用 物 質 中 ノ圭1・ シ テ皮 庸 反 慮 ラ 呈 う、且

作 用 能 力 ノー 定 セ ル「ツ ベ,tウ ロ ・プ ロ テ4ン ゴ 手

純 粋 二 化 學 的xAn離 シ な 晒 ヅ(凱 汐 リ ンJPPD
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(Thepurifiedpr◎teinderivateoftuberculin>

Jias2シ
、 實 瞼 拉 二 臨 林 上 二 鷹 用 セ リ。19.Rei-

ehel,E.Long,」.Arons◎n,粧 黄 楊 等 ハ 之 ヲ 人

艦 二 用 ヒ、 叉 蜴 岡 田 ハ 實 験 結 核 海 狸 二 就 キ、

「ヴ,タ ミ ン」C代 謝 ト ノ 驕 係 縮ll汲 セ リe皮 麟

反 慮 ハSeibert"一 ヨ レノぐ2000jl!Z.ハ ソ レ以X下 ノ

分 子 最 一ナ 有 ス 距P◎lypeptidガ 主 脅豊ナa故 、

Hautreakti◎nテ 呈 ス ・レ物 質 バ ー 定 度 以 上 ノPQr

ヲ 有 ス ル動 物 膜 ハ 通 ズ ル モ 、 訓 小 ナ ル モ ノハ

通 過 セ ズ。 而 シ テ致 死 物 質 ハ 之 鷺 リ 更 ・分 子 ノ

小 サ キ モ ノ ニ シ テ動 物 膜}容 易 二 通 過 ス。

Tuberculoproteinノ 分 子 ノ 大 キ サ ニ 關 シテ ハ

彼 女 ハPPDノ 如 キPolypeptidが 集 合 シ、種 々

ナ ル大 キ サ ノ分 子 子形 成 ス ト云 ヘ リ.

他 ・・Willst乞tter等 ノ酵 素 精 製 法 二 俵 キ、 所 謂

掲 逸 學 依 ノMaschmannu.Kifster,嵐 亀糟 谷 、

iza・,1s>r=田及 村 田 等 ノ分渕 法 ナ リ譜Masehmann

u.K廿sterノ 、「ソー ト ン・ツ ベ ル ク リ 》'maり 「カ

オ リ ン。伊 用 ヒP⑪lypeptid二 屡 ス 》レ 有 炊 物 質

子抽 出 シ、 之 ガ 結 核 動 物 工 封 シ、 致 死 作 用 一・惹

起 ス ル テ 観 、T◎dstoffト 穰 シ、他=2Hauttuber-

culina・ ナ シ、 前 者 ハ 透 析 牲 ナ ル モ 、 後者 ハ 非

透 析 性 ナ リ ト云 ヘ リ.戸 田 教 授 及 ビ 村 田 ぞ カ

オ リ ン」吸 著 法caヨ ゾ ソ ー ト ンゲ ソベ ル ク リ ン」

ザNPS骸 蛋 白)、PSS(多 糖 柳 、PPS(ra:り ベ

ブ チ ー ド」〉ノ三 種 ノ剣 分 ・・一分 チ、 透 析 性 壁有 ス

ル物 質 ハ 結 核1扇 冥 轟 封 シ、 致 死 作 胤 及 ビ皮 内 反

癒 済皇 ヘル モ 有 セ ザ ル 物 質 ハ 皮 内 反 懸 ノ ミ ヲ 呈

シ、 致 死 作 用 ハ 惹 起 セ ズ.且 皮 内 反 慮 ハ 各分 剣

部 分 畜 一様 二 存 ス ル モ 、 其 ノ贅 赤 及 ビ壌 死 ノ程

度 二 於 テ 差 ア リ。耐 シ テ致 死 作 用 ノ・Polypeptid

ノ部 分 ガ 最 モ 強 シ ト述 べ 、 其 ノ他 発 疫 元 性 瓢就

キ 、 多糖 類 ノ部 分 ガ最 モ 感 染 防 禦 力 二 富 ム ト云

ヒ、 結 核 バ ボ リ サ ツ カ リー ド」二 關 ス ル 他 ノ 多

ク ノ諸 家 ト稽 ミ異 ナ ル 見 解9ナ セ リ.鯛Ander-

son,「?圭Renfrew,甥Maxim,「 〈K.McAlpine,

(鋤AndersonandRoberts等 ・ボ ツ(ご ル ク リ ン」

及 ビ菌 需 ヨ リ ノ 多糖 類 二 關 シ、 化 墨 的 生 物 學 的

・轟研 究 シ、d-Mannose,d-Arabinose,d-Gala一

ctose・Inosit9リ ナ リ、強 力 二 沈 降 反 鷹 元 性 作

用 ア ザ テanaphylaktischesSchockト ー定 ノ

關 係 ア リ ト ハ ー一致 セ ル 見 解 テ ナ セ ヌレモ 、 彼 等 ハ

ソ バ ツ ベ 勘 〃 リ ン」作 用 二 就 テ ハ 論 及 セ ザ リ

キ 雛

圏 武 臥 太 田
、 佐 藤 等 ハ最 早 窒 素 テ含 有 セザ ル

迄 、 精 製 セル結核 多精 類 彗 菊艦 蚊 二培 養濾 液 ヨ

リ得 、 之 二閥 力 ・種 々 ナル 報 告 テ セ リ.叉 「エ

ー一テ ル」可 溶 牲 ノ揮 叢 牲 物 質 ガ「ツベ ル ク リ ンJ

作 用 譜有 ス トハ曾 テ27箸 原 、 鰍青 山 等 二 譜 リ唱

ヘ ラ レ、 糟 谷 ∴ ヨ リ、 其 ノ本 態 ハDimedon縮

合 膿 ト シテ結 晶性 ・… 分 離 セ ラ レ、 β一Hydroxy-

butylaldehydナ リ1・シ、Hautreaktion二 關 係

7ヘル 壁明 カエ セ リ
。 而 シテ彼 ハ皮 溝 物 質 ハ多糖

類 ニ シテ致 死 物 質 ハPolypeptidナ リ1・セ リ。

最 近 傳 研 細 谷 研 究室 ノ働桑 島 ハ 細 薗毒 素精 製 蛇

二抗 元 姓 物 質 ノ分 剣 ナ癒 用 シ、 「ソー トン・ツベ

砂 リ ン戸 リ三 鞭 化 酷 酸 燐 ウ,ル フ ラ ム』酸

水溶 液 等 ヲ用 ヒ、 皮 膚 物 質 ト致 死物 質 ノ分 離 テ

壌俵 セ リ.

翁 ホ、 「ツベ ル ク リ ン」中cr一ハ 職Spiegel-Adolf,

Seibert等 ノ所調Thymonueleins乞ureア リe

Lindne、13(警炸下 ノAdenosin様 物 質 ノ1報告 ア リ,,

其 ノ他 多籔 ノ業績 ア リテ、 ザツ〈ごル ク リ ン」ガー

竜性 二 非 ズ シテ如 何 二多 元 性 ナ ル乎 テ知 ル ニ足

ル 〈ごシ

他 面Siliver6a,MFinzi轟 ヨ リEs◎tubereulin,

噛 加 藤 ニ ョ リrフel]vモ 。ツ ベ ル ク リ ン」謁 箭 頭 工

maりs/Y〈me化 「獅 レ ミニ ゥ ム3以 テ 精 製 セ ル

「フ ペtモ 。ツ ・⇔ レ ク リ ン」ガ製 創 サ し、 ソ ノ毒 性

チ滅 シ、 臨 罧 上 二 用 ヒ タ ル 報 告 モ ア リ.要 ス ル

ユ 「ツ ベ ル ク リ ン」ハ實 二 多 元1生 ニ シ テ 、 且 ソ ノ

有 数 成 分 二就 テ ハ大 鎧 分 チ ノ小 ナ ル 蛋 白 系 統 ノ

モ ノ ノ如 ク、 而 シ テ 皮 麟 物 質 及 ビ致 死 物 質 ノ存

在 ハ 諸 家 ノ等 シ ク認 ム ル 所 籾.

嚢 二鍼Ander30n及 じNewmannハ 結 核 薗 脂 肪

盟 ノ研 究 二 從 事 セ ル 内 、 結 核 菌 臆 欝 リ… 種 ノ色

素 チ分 離 シ、 之 華rフ チ オfi一 ル 」ト命 名 セ リ.

i33>外lIレ ぜ フ チ オ ・一 ル 」二 健 康 家 兎 ノ血 糖7下
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降 セ シ メ、 血 清 沃 度 酸 値 テ上 昇 セ シム ル作 用 ア

ル 藷報 ゼ リ.

余 ハ從 來 肺 結 核 患 者 ノ血 糖 蚊 二血i青沃 度 酸 値 二

關 、ル種 々 ナ ル観 察 テナ セ ル テ以 テ、 今 回 ハ 之

二 基 ギ ツベ ル ク リ ン」ノ生 盟 二及 ボ ス作 用 デ窺

知 セ ン ト企 圓 シ、 健 康 及 ビ結核 家 兎 工就 キ實 験

テ行 ヒ、其 ノ911糖並 二血清沃度酸 ノ態度 デ観察

スル ト共二殊 二物質代謝二密接 ナル閣係ラ有 ス

ル網黙織内被細胞系統 トノ關係 二款 テモ追求 セ

リ.省 ホ併セテ是等家兎 ノ臓器沃度酸寒冷値 ノ

攣動 テ考察 シ弦 二其 ノ成績 ラ報告 セントス.

第二章 實験方法

實 験 家 兎 ハ2-3逸 ノ 主 トシテ 雄 性 白色 家 兎 テ

使 用 シ、探 血 ハ 凡 テ午後 ノ室 腹 時 ラ選 ビ、 動 物

テ可 及 的 自由 ナ ル位 置 轟静 坐 セ シ メ、 耳 静 脈 ヨ

リ採 血。セ リ.飼 育 方 法 ハ其 ノ食餌 二因 ル影 響 テ

除 去 セ ンガ爲 、 各 實 験 開 始1週 間 前 ヨ リ、 何 レ

モ 強重 ニー 定 食 テ以 テ餌 育 シ、 特 二實 験 中 二於

テfツ ベ ル ク リ ン」注 射 ・=S&因 スル艦 重 滅 少 、 食

慾 不振 等 テ 考 慮 シ、 注 射 前 、 注 射 開 始 時 及 ビ

終 了 時 二亙 氏 禮 重 テ測 定 シ、 且 其 ノ限 定 セ ル

1日 壁食 凱 テ全 食 セ ル ヤ否 ヤ テ各 實 験 期 間 中 テ

通 ジ、 観 察 テ行 ヘ リ。 血 糖 量 、血 溝 沃 度 酸 値 似

下 沃 酸 値 ト略 構 ス ル事 アル ベ の ハ 尖 々 ハ ー ゲ

ド・レン ・エ ンセ ン氏 微量 定量 法 、 西 垣 氏 沃 酸 値

測 定 攣 法 二從 ヒ、 既 定 ノ如 ク測 定 シ、 且診 載 セ

リ"

結 核 感 染 方 法 馬 鈴 薯 培 養基 轟一 定期 間 培 養 セ

シ常 教 室 保 存 ノ人 型 上 池 菌 テ取 り、 之 デ秤 量 研

磨 シ、 菌1.0竈 叉 ハ3.0醒 ニ ツ キ1.0髭 ノ割 合

二 薇 菌 生 理 的 食 盛 水 ヲ加 へ 俘 遊 液 テ作 リ、E一フ

◎ キ ロ」!.0薩 叉 ハ3.0竈 宛家 兎 耳 静賑 内 二注 射

シテ結 核 感 染 ヲ行 ピ タ リ億

菌毒 ト シテ 用 ヒ シ「ツベ ル ク リ ン」似 下 軍 ニヂツボ

y略 記 ス幽 事 ア の ハ傳 研 製 奮 「ツ」(製造 後2ケ

月 以 内}ヲ 用 ヒ、 無 蛋 白fツ 」トシテハ 「グ リセ リ

ン」液 器 培 地 訊褒 育 セ シ メ タル人 型 菌 株(青 山B

菌)ノ 「コV轟 一」テ鉤 取 シ、之 テ ロ ン グ氏 培 地 二

移 植 セ シメ、6乃 至8週 間後 ノ登 育H]E盛 ナ ル時、

艀 卵 器 讐 リ取 リ出 シ、 滅 菌 濾 過 シ、 濾液 一}ソ勲

容 量 二濃 縮 シ、5%ノ 割 合 二石 炭 酸 テ加 ヘ タル

モ ノテ用 ピ タ リ.「 ヅ ・ぐ弩 ク リ ニ」PPDハ 米 國

Mulford研 究 所 ヨ リ分 譲 セ ラ し タ ル第2試 験

用(0.05rng/テ 使 用 セ リe網 駄 織 内被 細 胞 系統

二 封 スIL封 鎖 、 叉 ハ刺 戟 材 料 ト シテハ古 梅 閑製

墨 汁 、 一トリウ ム ヂE庸キ シ ンツ ドゾ7yj(rト ロ ト

ラ ス ゆ 及 ビ魯 ㌔ レ ンヂ ア ミ ン」ラ、肝 臓毒 ト

シテ黄 燐 、 四 験化 炭 素 テ探 用 セ リ.

「ツベ ル クリ 射 皮 内反 磨 ノ動 物 實 験 二 向 ヒテ ハ

何 レモRoemer氏 反 鷹 ニ ヨ リ、 結 核 二 感 染 セ

シ メk,t白 色 雄 海狸 デ用 ヒ、1臥2日 ・・一亙 リ.

其 ノ資 赤 度 刃観 察 セ リ、

爾飴 ノ特 別 ノ實 験 方法 ユ就 キ テハ 各節 條 下 ニ テ

記 載 ワレぐ シ.

第三章 實験成績虹二考察

第 一節 傳 研製 曹 ツ・ミル ク リン」注 射實 験

一 定 飼 料 ニ テ1週 間以 上 飼 育 シ タル家 兎4頭 ノ

中1頭 ハ封 照 ト シ、 他 ノ3頭 ニ ハ 薦 「ツ」5糟 溶

液1。0立 毛、即 チ通 常Roemer氏 反 慮 二 用 フ ル量

ノ10倍 テ以 テ連 日10日 間 下 腹 部 腹 腔 内 一:・注射

シ.勤 照家 兎 ニ ハ3%「 グ リセ リ ン。プ ィ ヨ ン」5

倍 溶 液1.0蝿 ヲ 同檬 注 射 セ リe禰ilテ 注 射 前 及

ビ1同 、3同 、6同 、10回 目注 射 後 ノ5同 ∴亙

リ採 血 ヲ ナ シ、 ソ ノ血 糖 蚊 二沃 酸値 ヲ測 定 シ、
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註 第106、1(》7號 家 兎 ハ菌 量 「プ ロ キn」1.0'ee

108號 家 兎 ハザプ ロ キP」3選 注 射

的 託 、 個 ル 的 ニ モ 血 糖 量 ノ下 降 ハ 前 飾 ノ夫

レ ニ 比 シ梢 礁 棚+リ 。 殊 二 第12、13號 家 兎 二

於 テ ・・5同 、10同 注 射 後 、k々10zl8z.b18

傷。22傷 ノ下 降 率 ヲ 示 セ リ 沃 酸 値 ∴ 於 テ モ 明 力
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=Lnd般 二上 昇 二、 「ツAPPD二 依 リ、 最 モ良 ク

該 値 テ上 昇 セ シ メ得 タリ。 照 重 ハ …般 二減 少 セ

ル モ ノ多 シ。 結核 家 兎 ∴於 ケ ル成 績 ハ特 二健 康

家 兎 ノ夫 し二比 シ、 動 揺 傘 多 シ ト・・云 ヒ難 キモ

前 節 同檬 鞘 ミ多 キ傾 向 チ認 メ タリ ト云 プ 彗 尋ベ

シ"

舞

第四節 網状織 内被細胞系統刺戟時ヌレ・封鎮時 二於 ケノ涯 ツーご・レクリン」注射實験

網 獣織 内被 細 胞 系 統 似 下網 細 系 ト略稀 幼 二 關

ス ル業績 ハAschoff,清 野 氏 以 來lh錆 ・状態 ナ

リ轟 今 其 ノ機 能 ト關 係 ア リ ト認 メ ラ レ タ ル主 要

ナ ル モ ノ テ暴 グ レバ、 異物 擁 取 作 用 、含,k炭 素

蛋 白 、脂 肪 等 ノ三 要 素 、 鐵 「カ ル シウ ムあ 氷等

ノ無 機 質 、 新 陳 代 謝作 用 、 免疫 艘 、 抗 盤 礒生 作

用、 血球 破壊 雄 二新 生 作 用 等 々ニ シテ其 ノ機 能

ハ愈 し出 デ テ愈 く複 雑}極 メ、 殆 ン ド聰 テ ノ生
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活 機軸 二 關 係 ア リ ト云 フモ敢 テ過 言 二非 サ ル可

ク、殊 二 生騰 内新 陳 代 謝 方 面 轟於 テハ、 乙 ガ調

節 機官 トシテ意 義 窟 二大 ナ リ。 弼 シテ從 剰 止等

網 細 系 二關 ヘル研 究 ノ多 クハ該 系統 ノ異物 搬 取

作 用 ヲ利 用 セ ルモ ノ轟 シテ種 々 ナ ル膠様 質 、 色

素 等 ヲ血 中 二注 入 シ、 該 細胞 二貧喰 セ シ メ、 以

テ其 ノ機 能 一ナ障 碍 或 ハ廃 絶 セ シ メ(所=課Blocki-

erungH犬 態 二・陥 ス〉、 うぐハ刺 戟 充進 セ7レモ ノナ

リ.鉱 二余 ハ網 細 系 ト血 糖 蚊 二沃 酸 値 ノ關 係 テ

更 二追 求 シ、 其 ノ機 能 異 常 時 二於 テ、 余 ガ前 節

ニ テ行 ヘ ル ト同 様
、 「ツ」注 射 テ ナ シ、 雨値 二 及

ボ へ相 關 的 關 係 テ窺 知 セ ン ト、次 ノ如 キ實 験 二

著 手 シ タ リ。

墨 汁 注 射 實 験 使 用 墨汁 液 二就 テ ハ37川 口等 ノ

報 告k倣 ヒ、 其 ノ濃 度 ヲ… 定 二`ヘル爲 、0・85%

ノ滅 菌 生 理 的 食盤 水 ヲ 以 テ 大 凡1?4溶 液9一ナ

シ、 滅 菌 沈 澱 濾過 シ、 且 含 有 膠 質 ノ攣 化 ヲ 防 グ

爲、80℃ ニ テ断 績 滅 薗 ヲ1時 間 宛3日 間 行 ヒ、

網 細 系 ノ墳 塞 二 向 ヒテ ノ・次 ノ様 式 轟 詔 り、「プ ロ

キ ロ。12琵宛 家 兎耳 静脈 二 注 入 セ リ。(1>少 量

荘 射 、1日1同 、2同 連 緬注 入。(2ノ 中等 量 注

射 、 同5同 連績 注 入。(3>大 量 注 射 、 同10同

連 緬 注 入 ご第7圖 募 照 〉.

fト ル イ レ ンヂ ア 疋 ン」(TDM)注 射 實験 家 兎

二TDM5%ノ 水溶 液 ヲrプ ロ キ ロjO.5立 毛腹部

皮 下 注 射 弄ナ セ リ(第8圃 蓉 照 ♪、 鉢 ・ トラ ス

ト」注 射實 験25%杯 ロ ト 以 ト」ノ1く溶 液 ヂ プ

ロ キ"」3.0耗 家 兎耳 静脈 二 注 入 セ リ(第9圖 参

照)。 黄 燐 投 與 實 駄 黄燐 ノ1%財 レー ブ」i歯

第7圖 墨汁注射實験 成績

ぐ、)墨汁 注射後(少 量)奮 「ツ」注射 二3ル 健康家

兎 血糖Utza沃 酸億(第31號33號 家兎 李均値)

ク〃

〃∫〃

〃4〃

、ク〃

矩

ノ

起一 轡 一

(1勺墨汁少量 注射後蕉 「ヅ」注射 ユwaル 結核家 兎

血糖 蛇 二沃酸億(第115號 家 兎与
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ぐC)墨 汁 中 等量 注 射後 蕉 ギツ」ミ1,gil.一一yル 健 康 家

兎血 糖 館 二沃 酸 櫨(第37號38號 家 兎 李 均 値)

(D)墨 汁 中等量Ul射 後 タ;「ソj注 射二3ル 結核家

兎血糖蛇 二沃酸値(第114號 家 兎)

〃,〃

〃躍/〃

〃が汐/〃

4翻 〃

ノ〃 〃
1・ 、 僻,「ワ
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(E)墨 汁大 量注射後脚 ツ」注射 ニ ヨル健 康家兎

血糖蛇 ∴沃酸値(第39號41號 家兎挙 均値)
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(F)墨 汁大 量注射 後蕉 「ツSl{射 二N・L結 核家兎

血糖 鑑二沃 酸値(第116號 家兎)

註 凡 テ「ツー注射^最 終 墨汁注射後1時 間

内 二行 ヘ リ

結核 家兎 ハ菌量 「プ 寝キ 恥3選 注射 シ

4週 間以上経過 ジタル モ ノナ 導

溶 液 テ 「プロ キ ロ」0.3婬 宛 室 腹 時 「ソ ニデ」斗用

ヒ経 ロ的 二 胃 二 注 入 シ、 直 後 「才 レー ブ」油約

5.0蝿 ニ テ 管 壁 二附 著 セル藥 液 ・,胃中 一=流入 セ

シ メ タ リ(第10圏 参 照 〉。 四 盛 化 炭 素 投 與 實 験 、

四 盤 化 炭 素 テ 「フロ キu」O.3耗 宛 室 腹 時 「ゾ ン

第8圖T.D.M.il射 後タ〆ツ」注射 ニ ヨル結核家兎 血

糖蚊 二沃 酸値(第117號 、118號 家兎築均値)

4,va/!o

卿!〃

〃μ〃 幻

〃 〃 〃

tSt)1ヲ 寿
ノz←洞 轡 蘇

第9圖 「>llト ラス ヒ 注射後でザ ソ」注射 ニ ヨル結核

家兎血糖 並 二沃酸値(第120、121號 家兎李均値)

〃〃 ∠〃

〃!勿/〃

デゴ 用 ヒ、経 口的 二胃 二逡 リ直 後 更 二 永約10.O

立毛一F沼三入 シ タ リ(第11圖 募 照)e

以 上 ノ實 験 成 績 葬通 覧 却 レエ、 墨 汁 少 量 注射 セ

ル家 兎 二於 テ ハfツ 」注 射 ニ ヨル血糖 、 沃 酸値 ノ

攣 動 ハ健 康 及 ビ結 核 家 兎共 二殆 ン ドナ ク、 其 ノ

i曾域 ハ 生 理 的 動 揺 範 園 内 ニ アル ー:…反 シ(第7圖

A.B}、 墨 汁 中 量 注 射 セル家 兎 ニ テ ・・、rツ 」注

射 ニ ョ リ血糖 ハ明 ヵ二下 降 シ(約11劾 、沃 酸 値

ハ上 昇 セ ザ16乳 ノ、 而 シテ 其 ノ下 降 ノ 頂 鮎 ハ

「ツ」注 射 後1時 間 ニ シテ、2時 聞 、6時 間 ト漸

吹 核復 シ、12時 間後 ニ ハ 全 ク 注 射 前 値 二復 セ

リ。 沃 酸 値 上 昇 ノ頂 鮎 モ血糖 同 様 大略 「・ソ」注 射

後1時 間 ノ黙 ニ ア リテ、 ソ ノ恢 復 ハ血 糖 二比 シ

納 ミ遅 延 一ヘル モ ノ ・如 シ(C)。 而 シテ結 核 家 兎

轟於 テ ハ 左等 ノ動 揺 率
、 健 康 家 兎 二比 二、 大 ニ

シテ た 々14%、20乞 テ示 セ リ(D)e墨 汁 大 量注

射 セ,し家 兎 二於 テ へ、 尚 ホ著 明 ナ ル上 記 ノ關 係

成 績 手得 タ リIE.F)。

惟 フ轟 墨 汁 少 量注 人 シ タ ル 時 ハ 網 縄 系 ・刺戟

第 川 圖 黄燐投與後蕉 「ツ」注射 ニ ヨル結 核家兎血糖

蛇 二沃酸硫(第123號 、第125號 家兎李均値)

〃〃

4/wr

ノμク

ノ謝

〃 〃
・/夕毛)

4

第11圖 四瞭 化炭素投奥 後薄ヂソ」注射 二sル 結核家

兎 血糖 館轟沃 酸僚(第124號 、 第126號 家兎 肇均櫨)
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シ、 却 ツ テ同作 用 ヲ充 進 セ シムル モ ノ ・如 ク、

或 ・・少 ナ ク トモ正 常 作 用 ヲ鶯 渇、 而 シテ カ ・ル

黙 態 二於 テノ、.「ツ」注 射 ニ ョ リ雨 値 二封 スル影

響 ハ搬 ナ ク、 殆 ン ド認 ム可 キ攣 動 ヲ観 ザ ル ニ反

シ、 中量 又 ハ大 量 ノ墨 汁注 入 エ ヨル、 網 細 系 ヲ

所 謂Blockierungノ 男犬態 二 陥 ラ シメ タル場 合

ニ ハ、 「ツ」注 射 ニ ヨ リ爾 値 ハ 明 カ ニー 時 的 影 響

テ ウ ケ、 血 糖 ハ 下降 シ、 沃 酸値 ハ 上 昇 セ リ ト云

フ ヲ得 ベ シ.

而 シテ是 等 ノ關 係 ヲ更 二確 詮 セ ン トシ、 企 圖 セ

ルT.D.Mニ ヨル網 細 系 刺 戟 時 二 於 ケル實 験

(第8圖 〉及 ビ ザトロ トラ ス ト」一:・eヨル該 細 胞 封鎖

時 二於 ケ ル實験(第9圖)ノ 雨 者 ヲ封 比 スル ニ、明

力轟 前者 ニ テハ 反 癒 砂 ナ ク、 後 者 ハ著 明 轟反 慮

セ リ.次 二 所 謂 肝 臓 毒 トシテー 般 二廣 ク使 用 セ

ラル ・黄 燐 、 四 盤 化 炭 素 テ投 奥 セル ニ雨 値 ハ 明

力・=憂動 シ タ リ(第10、11圏 〉。 爾 ホー般 二血 糖

下 降、沃 酸 値 上 昇 ノ頂 黙 ハ 共 」 ツ」注 射 後1時 間

殖 ガ多 ク、 且 薮 時 間 乃 至 一 叢 夜 後 殆 》 ド帳 復 セ

ル成 績 二徴 スル ニ、rツ 」注 射 ニ ヨ ル雨 値 ノ檜 減

ガー 時 的 ナ ルハ 容 易 二肯 定 シ得 ラル ・所 ナ リ.

要 之網 細 系 ノ封 鎖 實 験 ハ 頗 ル複 雑 ナ ル瀾 係 ニ ア

リテ、動 物 ノ種 類 、 個 牲 、 使 用 刻 ノ種 類 用 量 等

轟 癬 リテ 異 ナ リ、 又 輩 ニ ー一定物 質 テ以 テ 所 謂

Bl◎ckierungノ 黙 態 二陥 ラ シ メ タル後 二於 テ

モ、 爾 ホ他 物 質 二封 シテ ハ影響 セ ズ、 寧 ロ其 ノ

機能 充進 デモ 招來 シ、從 ツテー 定 ノ機能 的慶 調

テ 惹起 セ シメ得 ル ハ 困難 ナ リ。 且 又 種 々 ナ ル肝

臓 毒 投 與 二當 リテ モ、 肝 臓 自禮 ノ態 度 ノ検 索 ト

共 二肝 臓 以 外 ノ各臓 器 ノ態 度 二 關 スル 諸 検 索 ハ

必 須 ナ ル ハ勿 論 ナ レ ド、 以 上 余 ノ行 ヘ ル實 験 範

園 二於 テ ハ次 ノ結 論 ニ ナ リ得 ル。郎 チ含 水 炭 素、

蛋 自質 等 ノ代 謝 卜密 接 ナル 開係 ヲ有 ス ル肝 臓 及

ビ網 細 系 ノ作 用 ガ充進 或 ハ少 ナ ク トモ正 常 ナ リ

ト思 ハ ル ・場 合 二於 テノ・、 「ツ」注 射 ニ ヨル血 糖

蚊 轟沃 酸 値 ノ攣 動 ハ 紗 ナ 久 同作 用 低 下 又 ハ 破

壊 サ ル ・二及 ビ、rツ 」注 射 千 ヨ リ血 糖 ハ著 明 二

下 降 シ、 沃 度 値 ハ 上 昇 スル モ ノ ・如 シ.

第 五節 ロ ング氏培 地無 蛋 自 「ツ・ごノンク リン」各 劃分 注 射實駈

余 ハ戸 田教 授 及 ビ村 田氏 ノ「ツ」精 製 法 二從 ヒ、

ロ ング氏 培 地 無 蛋 白rツ 」ヨ リ「カ オ リ ンj吸 著 法

テ用 ヒ、NPS(Nucleoproteid牲 〉.PSS(Polys-

aecharid性 〉、PPS(PolpPeptid/性 ナ ル三 有 数

成 分 テ分 離 セ リ。其 ノ方 法 、性 歌 、抗 元 性 蛇 二免

疫 學 的 研 究 等 々 ∴關 シテハ 既 轟 同氏 等 ノ詳 述 セ

シ所 ナ ル故 、弦 二精 製 法 ユ就 テ略 述 セ ン。先 ヅ ロ

ニグ「ッ」ヲ透 析 ρ コ ロ ジ ウ ム」叉 ハ牛 ノ膀 胱 膜

テ使 用 セ の シ、次 デ1ん 容 量 轟濃 縮 シ、 酷 酸 ブ

以 テpH3.8ト ナ シ、 遠 心 、沈 澱 シ、 沈 澱 物f

rエ ー テ ルJcaテ 洗 醗 ス(NPSI,,上 溝 二盤 酸 ヲ以

テ凌圭理 セ ノレ精 製 「カ オ リ ン」ヲ加 へ、遠 心沈 澱 シ、

其 ノ上 溝 ・ソ縄 轟濃 縮 シ∫ アル づ一 ルゴ 加 へ

沈 澱 セ シム.くPSSI上 記 ノ 沈 濃 物 ヲ 「ア"k-m

ヤs水"テpH9ト ナ シ遠 心沈 澱 シ、上 溝 ヲ再 ビ

酷 酸 ニ テpH3.8ト ナ シ、 遠 心 沈 澱 シ、 ソ ノ上

清 ヲrア セ トン」テ以 テ凌葦理 スゆ(PPS?カ ク・テ響尋

タル該 三 物 質 テ以 テ、 余 ノ健 康 及 ビ糸吉核 家 兎 ノ

血糖 拉 二沃 酸 値 轟及 ボ ス影 響 テ検 知 セ ン ト次 ノ

實 験 テ ナ セ リ、 注 射 用 量 ハR◎emer氏 反癒 テ

基 準 ト シ、 健 康 家 兎 一:一一ハNPS20mg,PSS50

mg,PPS10mgヲ 夫 々生 理 的 食 盤 水1⑪ ・0髭 二

溶 解ふ 、 其 ノ1.0琵 テ、 結 核 家 兎 ニ ハ、ソ ノ ソle

量 テ以 テ家 兎腹 部 皮 下注 射 セ リ.

其 ノ成 績 ハ 第7表 、第12圏 二示 セル如 シ。 第7

表 韓 〉轟就 テ観 ル ニ健 康 家 兎 二於 テハ血 糖 沃 酸

値 共 二殆 ン ド慶 動 セ ズ。 結 核 家 兎 エ テハ 血糖 ハ

第129號.130號 家 兎 ユ於 テ注 射 後 多 少低 下 セ

ル モ、128號 家 兎 轟於 テハ却 ヅテ上 昇 シ、 沃 酸

値 ノ・第128號 、130號 家 兎 二於 テ稽 ㌃L昇 セル

モ、 第129號 家 兎ハ 殆 ン ド影 響 セ ズ.即 チ李均ew

的 ∴健 康 、結 核 家 兎共 二、 其 ノ動 揺 ハ生 理 的範

園 内caア リテ、 一一般 二NPS・ 一…vaル 爾 値 ノ攣 動

ハ僅 少 ナ ル ベ:"'。第7表(B)ヲ 観 ル 轟、 健 康 家

兎 ニ テノ・、 其 ノ増 減 不 定 ニ シテ認 ムベ キ動 揺 デ

示 サ ザ ル ・・…'結 核 家 兎 ニ テへ 第!33號 家 兎A
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第7表(A)NPS注 射ニ ヨル健康及 ビ
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第12圖(A)NPS5例 李 均値

巻

(B)PSS5例 華均値

ノ,,ワ,2グ

ノ〃 〃

ノ・∬ 〃

、'ζ∵ フ

〃
捻
z

溜
死
ノ

1

,1

リノ 　　 ヘ へ

か ノ ヘ

レ/"・

一隔
杢

六
壁
問

全

崎
閉

生
射
俗

属野

蘭

工
吋
的
直

、
「↑

Z健49

康J

(C)PPS5例 卒均値

ー

ー
…

家
兎

Z50

」

結

核

・35L.ZL

L必_

136iZ84
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註
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結核家兎 ハ菌 量「プwキ 馬3・O竈 注射 シ

4週 間以上綴 過 セル モ ノナ リ

2りヲ,

%〃/

卿

乃ガ

グ〃

讐《
+

於 テ血 糖 ノ・12%ノ 下 降 テ示 シ、 沃 酸 笹 ノ・第131

號 、134號 家 兎 ユ16%、14%、 ノ夫 々上 昇率 テ

示 シ タ リ。 郎 チPSS注 射 ニ ヨ リ、 結 核 家 兎 二

於 テ血糖 ハ稽k下 降 シ、沃 酸 値 ハ稽 支上 昇 セ リ。

而 レ共 其 ノ動 揺 バー 般 二僅 少 ナ リ,

第7表(C)ヲ 観 ル ニ健 康 家 兎 一=・テハ 血糖 ハ殆 ン

ド増 減 ナ キ モ、 沃 酸 値 ノ、梢 篭上 昇 ノ傾 向 ア リ.

而 シテ結 核 家 兎 ニ テハ第135號 、136號 家 兎二

於 テ血糖 ハ15%、12%ノ 下降 テ示 シ、 沃 酸1直ハ

3頭 共 凡 テ15～20%ノ 上 昇 ヲ観 タ リ。郎 チPPS

注 射 ニ ヨ リ、 特 二結 核 家 兎 二於 テ稽 篭明 カ ニ血

糖 ハ下 降 シ、 沃 酸 値 ハ上 昇 セ リ,



第10競 】 池 内=「 ソベルク リン」ノ結 核家兎血糖蛇 二血清沃度酸僚 二及Ptス 影響 ∴就 テ ノ實験的研究 鵬

以 上 ノ成 績 テ線 括 ス ルニ、「ツ」中 ノ有 数 因子 らポ

リペ ブチ ー ド」性 物 質 ニ ヨ リ、 血 糖 、沃 酸 値 共 二

最 モ ヨ クー 時 的 二影 響 セ ラ レタ リ ト云 ヒ得 ベ ク

らポ リ航 カ リー ドJ性物 質 ニ ヨ リテハ 、多 少 影響

ア リタル モ、「ヌ クtrオ ブロ ティド」性 物 質aヨ リ

テハ殆 ン ド影 響 無 キ モ ノ ・如 シ,但 シ上記 三物

質 轟就 キ テハ 、 余 ガ村 田氏 法 二從 ヒ、 ロ ング無

蛋 白 「ツ β リ精 製 シ タル モ ノナ レ ド、 余 ノ得 タ

ル夫 等 ガ村 田氏 ノ所 調三 物 質 ニ アラ ユ ル黙 二於

テ、必 ズ シモ同 一 ナ リ ト云 フ態 ハ ザ ルハ 勿 論 ナ

リ撃

第六節 實験家兎臓器沃度酸寒冷値二就 テ

古 武 教 授 ハ西 垣 ト共 二動 物 ノ眼房 水 中 二特 異 ナ

ルー一新 糖 誘 導 禮(Vitamose)ノ 存 在 手讃 明 シ、更

二動 物 臓 器 内Vitamoseノ 研 究 申、/鋤山 本 西垣

ノ・健 康 動 物 各臓 器 内 議沃 度 酸 ラ寒 冷 二於 テ、 還

元 嘗孔ル物 質 ノ右 スル テ観 、臓 器 沃 度 酸 寒 冷 値 ビ以

下 沃 寒 値5略 稽 人ル事 アル ベ シ/潰1定 法 テ考 案
ノ

シ タ リ.而 シテ同氏 等 ニ ョ レバ沃 寒値 チ與 フ ル

物 質 ノ・VitaminC及 ビGlutathionテ 主1・ シ、

動 物 各臓 器 中 ノ{鐙液 水素 「イ オ ン」濃 度 及 ビ艦 温

綴臨於 テ容 易 二分 解 ス ル易還 元 性 物 質 ノ縮 値 ヲ指

示 シ、 一 般 轟生 龍 内酸 化 還 元 系 二 關與 シ、動 物

艦 ノ物 質 代謝 歌 態 ノ攻 究 二際 シ、 自酸 化 物 質 ノ

含 董 死窺 フユ好 適 ナ リ ト云 ヘ リ、 而 シテ之 轟 關

スル 業績 ハ3t>尾 原 、 辻 本 、ag熊 村、 幽 鍋 島等 ノ

夫 々礎 表 スル所 ア リ タル モ、 結 核 動 物 二 關 スル'

モ ノ1・シテへ 濁 北 村 ノ報 告 以 外 是 ヂ観 ズ。 弦

二於 テ余 ハ 本 法 二從 ヒ、 「ツ〈ごル ク リ ン 荘 射 家

兎 ノ該値 ノ消 長 轟就 テ考 察 セ リ。 但 シ余 ハ嚢 二

人 工 氣 胸 作 成 家 兎 ノ該 値 孟就 テ報 告 セ リ.

第 8

第一項 健常及ビ結核家兎臓

器沃度酸寒冷値

健常家兎 ノ沃寒値 二關 スル先入 ノ業績及 ビ余 ノ

敷頭 ノ家兎二就テ得 タル成績 テ比較封照 シ観察

シタルへ 各臓臓器 ノ該値ハ略 ζ 定 範閲内ニ

アリテ、 其 ノ生理的動揺 モ亦僅少ナ ゾ 第8表

A)。

之テ生龍内酸化還元二重要ナル役割ヲ演ズ トー一

般二承認サル ・還元ヂグル タチオン」値 ノ各臓器

二於 ケル同値 ト封比 スル汽 其 ノ順位 二於テ爾
　

者 大 イニ酷 似 セ リ,他 面 古 武 教 授 蚊 二其 ノ門 下

㈹ 河 内 ノ研 究 ニ ヨ リ、 在 來各 種 方 法 轟 ヨ リ測 定

セ ラ レタル還 元 「グル タ チ オ ン」{直ニ ハ「ヴィタ ミ

ン」Cモ 亦 關 與 スル事 關 明 セ ラ し、而 シテ沃 寒 値

ハ 亦L一ヴ,fタミ ンJCト 關 係 ア リテ、是等 三 者 ノ生

罷 内 二於 ケル 溝 長 蚊 轟 作 用機 轄 ハ 互 二相 關聯

シ、 實 二 不 可分 ノモ ノナ ラ ン.

結 核 家 兎 二於 ケ ル該 値 ザ観 ル ニ(第8表B。 ㌦ 肝

臓 、 脾 臓 、 副 腎 轟 ア リテノ・、 著 明 二滅 少 シ、腎

表

A健 康家兎ノ臓器沃度酸寒冷櫨

B結 核家兎ノ臓器沃度酸寒冷櫨

匪 一
村'0.5040。470㌔0.4600。498

内0.550.520。480.571

0.275iO。4980。243

。.3到 「 蔵 「 　 。。26 lillヱLで嗣
註 該億 ハ各臓 器0・2瓦 ノ200分 ノー 定規沃 度酸加 里液清 費量(蛯)ヲ 以テ アラバサノレ以下之 二準 ズ
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臓 ハ僅 カニ減 少 シ、 心臓 、 睾 丸 、 畷 髄 、 筋 肉等

ハ殆 ン ド攣 化 テ認 メザ ルへ 掲 リ肺 臓 ノミ著 明

二檜 カロシ タ リ.コ ハ恐 ラ クハ 沃 寒 値 ガ組 織 内 易

還 元 物 質 ノ線 和 ナ リ ト云 ハ ル ・ヨ リ シテ、 結 核

家 兎 轟於 テハ肺 臓 組 織 細 胞 内 二於 ケル酸 化建 元

現 象 ノ充 進 デ物 語 ル モ ノナ ルベ 久 叉 肝 臓 、 脾

臓 等 ノ網 黙 織 内被 細 胞 轟富 ム臓 器 蚊 二副 腎 等 ノ

内分 泌 系 統 臓 器 ノ該 値 減 少 ハ 、 同 機 能 異常 乃 至

低 下 二起 因 スル モ ノナ ラ ン。 從 ツテ沃 寒 値 ハ能

ク、 其 ノ間 ノ消 長 チ表現 セ ル モ'ト 云 プ}得 一ご

第9表

シ。 而 シ テ嚢 」3西 垣 山 上 ハ結 核 家 兎 各臓 器 ノ

rヴ ィタ ミン」C量 二測 定 シ、他 臓 器 ニ テハ記 スペ

キ攣 化 ヲ認 メザ ルニ、 肺 臓 同値 ノ特 異 的 二上 昇

セ ル テ報 ジ タ ルニ思 ヒ合 スニ、 窟 二興 味 多 キ事

實 ナ ル 浸 シ。

第 二 項 「ツペ ル ク リ ン」注 射

家 兎臓 器 沃 度 酸 寒 冷 値

余 ・・前節 二於 テ「'ソベ ル ク リ ンゴ 注 射 シ なル家

兎 ノ沃 寒値 テ測 定 シ、 第9表 二表 示 セ リ。

即 チ健 康 家 兎 ニ テハ副 腎 、肝 臓 、 脾 臓 ニ ア リテ

り ベル ダ リソ嘉注射家 兎 ・臓 器沃度酸寒冷値

　

陣
韮 第1表 第1號

刻 肝 副 脾 臓 肺 臓 腎 臓 騰 劇 睾 丸

L鰐 ツヨ謝)

庭 潔辮 講

康

家

第3表 第27號
(無蛋 白「ソ」注射)

第3表 第28號
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第5表 第9號
(PPD注 射)

兎
)

第5表 第13號
(PPD注 射)
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魔4表 獅0號

核 趣 蛋帥 」注射)

O.7330.654

0.55iO.50

」

0.500.46

第4表 第112號
(無蛋 白「ツ」注射)

0.638
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0.51
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0、49
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註 凡 テ最 後 ドツ」注 射 ノ翌H、 動 物 ヲ失血 死 二到 ラ シ メ、 直 チ ニ 各臓 器 ヲ摘 出 シ、 ソ ノ沃 寒 値 ヲ測 定 セ})

ハ多少 減 少 シ、肺 臓 ハ檜 加 シ、 他 臓 器 ∴ハ 認 ム

ペ キ慶 動 ナ シ
.結 核 家 兎 二於 テハ 副 腎 、 肝 臓 、

脾 臓 ノ該 値 滅 少 ハ著 明 ニ シテ、 他 臓 器 ニ テハ 多

少 ノ檜 減 ア し ド著 璽 デ認 メ ザ リキ燈 但 シ肺 臓 二

ア リテ へ 「ツベ ル ク リ ン」テ注 射 セザ ル結 核家

兎 トハ 大 差 無 キ モ健 康家 兎 ノ該 値 鵡比 シ、 遙 力

轟増 加 ヲ示 シ タ リ。

第四章 総括虻二摘要
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余 ハ從 來 、 肺 結 核 患 者 ユ就 テ、其 ノ血 糟 蚊 二血

溝 沃 度 酸値 轟關 スル種 々 ナ ル臨 林 的考 察 テ ナ セ

リ。 本 篇 二於 テハ 、實 験 健 膿 及 ビ結 核 家 兎 ヲ 用

ヒ、 雨{直 ノ1省長 ニ ヨ リテ、 種 々ナ ル「ツベ ル ク

リン」ノ生 罷 二 及 ボ 族影 響 二 就 テ考察 セ リ。

「'ソベ ル'ノリ ン野 關 シテ ハ古 來 幾 多 ノ業 績 ガ ア

リ、 殊 二 封ン 改 良及 ビ其 ノ本 態 轟 關 スル研 究 二

就 テ ハ、 近 時 各方面 碧 り行 ハ しヅ ・ア ル状態 ナ

リe而 シチ余 ハ 先 ゾ博 研 製 語rツ ベ 津レク リ ン」テ

用 ヒ、次 デ薄 「ツ」中 ノ蛋 白物 質 或 ハ之 ト類 櫨物

質 轟 ヨル非 特 異 的 作 用 壁除 去 シ タル ロ ンブ 氏 培

地 無 蛋 白 「ツ藩プ用 ヒ、 第 三 ニ ハ、 ヂツ」作 用物 質

中 主 ト シテ 皮 嚇 反鷹 轟 關 係 ヲ有 一ヘルザツ'ごル ク

ロ・プ ロ テ イ ン」プ純 梓 二化 學 的 二分 離 セ ルSei-

bertノ 所 謂 「ツ」PPD--F用 ヒ、 是 等Pt,健 康家 兎

二注射 シ タ ・し二、 何 レモ 血糖 ハ 下 降 シ、沃 酸値

ハ 上 昇 ス ル傾 向 ヲ検 知 シ、 殊 論PPDエ 於 テ最

モ良 ク動 揺 セ リ.而 レ共 其 ノ動 揺 パー一般 二砂 ナ

シ.結 核 家 兎 二 於 テハ 、 爾昧 棺 気明 カナ ル成績

携得 タ リ ト云 フ テ得 ベ シ.而 シテ更 二 各種 物 質

代 謝 ト密 接 ナ ・レ關 係 ヲ有 ス ル肝 臓 及 ビ網 状 織 内

被細 胞 系統 ト ・關 係 二於 テ ・・墨汁 大 量注 入、辱

ロ ト ラ へ撫 注 射等 菰 ヨ リ 同 機能 破 壊 時 ビ所 謂
ヨ

Bl◎ckierungノ 状 態 ニ ナ ス〉或 ハ黄 燐 、 四 騒 化

炭 素 等 ノ肝 臓 毒 投 與時 、 「ツ」注射 蒜 ヨ 醜雨値 ノ

動 嬢峯ハ 嵜1場ニ シテ、 墨 汁 少 量注 入,う ぐ・x「トル

{レ ンヂ マ ミ 恥 注 射 等 轟 ヨ リ 同機 能 刺 章愛或 ハ

少 ナ ク トモ正 常 時 ニ テ ハ攣 動 紗 ナ キ 子認知 シ得

楚リ.勿 論 上 記 成績 鵠 リ シテ直 チ ニ確 定 的 ナ ル

説明 藷附咳 ル ハ不 可 能 ナ ル モ、 血糖 下 降 、 沃 酸

埴 上 昇 ノ畿 縛 轟關 シ テ ハ網 細 系殊 二肝 臓 機能 等

ガ種 々 衿 レ礫 度 二 於 テ關 與 久 か ハ恐 ラ ク間 違 ヒ

無 キ事 實 ナル ペ シ.

次 二 廟 撤 授 々 ビ村 田 ツ=rLx-ifツ 」ヨ リ、「b

オ リ ン」吸著 法 二esサ 精 製 セ ル所 謂NP9,PSS,

PPSナ ル盆 劃 分"一倣 ヒ、 余 モ 壁三ニゴ ツJヨ リ、

同様 ヨ勿質 ヲ分 離 シ、 之 ザ以 テ實 験 チナ セル ニ

NPS,PSSハ1肛 糖 並 二沃 酸 値 二封 シテ認 ム可 キ

影響 ナ ク、PPS二nリ 稻 ㌃良 ク動 癌 セ リ,,同 氏

等 ニ ョ レバ三 物 質共 二皮 膚反 態 ザ呈 シ、 ソ レ轟

要 スル 量 二於 テハ 大 差 ナ キ モ、NPSハ 登 赤 浸

潤 略k等 シ ク、'PSSハ 浸 潤 テ主 トシ、PPSハ

登赤 ラ主 ト シ、其 ノ程 度 二於 テ差 ア リ ト云 ヘ リ。

要 之 以 上 余 ノ得 タル實 験 成 績 叢 リ案 ズ ル ご 、雨

値 動揺 ノ機 轄 二 關 シテ ハ生 盤 内諸 臓 器 、 諸 系統

器 官 機 能 如 何 ガ重 大 ナ ル 關係 ヲ有 人ルハ 勿 論 ナ

ル モsfツ 」ガー 定 ノ役 剛 ヲ 演 ジ得 ル ハ 叉 必 ズ

シモ考 へ得 瓦 カラザ ル所 二 非 ザ ヌしサ 瑞 而 シテ

「ツJ中 ノ如何 ツ∵し物 質 ナVヤ 等 二關 シテ ハ爾 ホ

今後 ノ研 究 二侯 ッ可 キ事 多 キ モ、 村IHノ 所 謂

PPS,Seibertノ 所 謂PPD(彼 女 … ヨ レバPPD

ノ如 キモ ノガ集 合 シ、 種 々 ナル 大 キ サ ノ分 子 子

有 スル 「ツベ ル ク ロ・プロ テ イ ン」ヲ形 成 幻 ノ如

キ「ツ」中 ノ「ボ リベ ブ チー ド」姓物 質 ハ 蓋 シ見 過

スペ カ ラザ ル因 子 ナ ラ ン.

惟 フ ニ外 山 ハ 結 核 菌龍 ヨ リ 分 離 セ ル 種 ノ色 素

「フ チ オ づ一 ル」二健 康家 兎 ノ1血糖 ヲ 下 降 セ シ

メ、 沃 酸 値3上 昇 セ シム ル作 用 アル テ報 ジ、 叉

岡 田 ノず ツベ ル ク リンJ就 中 秒 バ ル ク ロ・プロ テ

イ ね ガ健 痴 ・旗 二 「ヴ啓 ミン」C代 謝 障 碍 ヲ 惹

起 シ、 各臓 器 「ヴ4タ ミ ン」C量 ノ 著 シキ減 少 テ

認 メ、其 ノ他 西 垣 山 上 ノ結 核 ド ヴ 汐 ミ ンJC=

關 胃ヘル諸 成 績 、 更 二余 ノ上 記 「ツ」ノ糖 代 謝 蛇 二

蛋 白 巾 間 代謝 ∴及 ボ な影響 等 号思 ヒ合 パ ㌃二或

穐 度 ・相 關 關 係 ガ窺 知 サ レ、 興 味 多 カル ・ぐシ.

次 二健 康 及 ビ結 棲 家 兎 ノ臓 器沃 度酸 寒 冷 値 孟就

キ テ ・・、 西 垣 、 北 村 、 鍋 島 、 等 ノ報 告 ア リテ、

北 村 ハ 結核 家 兎 ノ該 値 ハ殆 ン ド総 テ ノ臓 器 二 於

テ減 少 シ、 肺 臓 臨 於 テ ノミ 却 ツ テ}曾加 ス ト云

ヒ、鍋 島 ハ 健 康 家 兎 二於 テ網 細 系 封 鎮 時 、 燐,

四 盤 化堤 素、 「ア ルづ 一 ル」中毒 時 、 肝臓 、 脾 臓

ノ該 罐 著 明 ∴減 少 セ ル ヲ認 メ タ リ。 余i「 ツ」注

射 ∴ ヨル 各臓 器該 値 ∴ 就 テハ健 康家 兎 ニ テモ、

殊 二結 核 家 兎 二 於 テ副 腎 、 肝臓 、 牌臓 ノ該 植 著

明 ご・減 少 シ、 肺臓 ノ ミ}曾加 シ タ リ瀞 コハ即 チ肺

臓 組 織 内 ノ酸 化還 元能 カ ノ}働 鷲セ ル 携物 語 ルモ

ノ1つ レ尺 ク、 目.ザツ」注 射 ニ ョ1)i… 時 的 外 少 ノ

肝臓 機 能 異常 一・窺 矩 ヘル 旅}ベ シ.
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摘 要

(1>健 康 家 兎 二結 核 菌 清 藷 「ヅベ ル ク リ ン」及 ビ

其 ノ分 劃 物 質 テ連 日注 射 セ シニ、薩 「ツ」、無 蛋

白 「ツ」、「ツ」PPD及 ビ戸 田、村 田氏 ノ所 謂PPS

敦 レ ヲ用 フ ル モ、___.時的 二其 ノ血 糖 量 ノ下 降 、

血 清 沃 度 酸 値 ノ上 昇 ス ル傾 向 アル ヲ検 知 セ リ0

而 シテ結 核 家 兎 二於 テハ 、 其 ノ程 度 健 康 家 兎 二

比 シi稿 く明 カ ナ リ0

(2>結 核 家 兎 ノ肝臓 及 ビ網 黙 織 内被 細 胞 系統 機

能 充 進 時 又 ハ少 ナ ク トモ正 常 時 二於 テノ・「ッ」注

射 ニ ヨル爾 値 ノ慶 動 ハ 勘サ ク、 同系 統 封鎖 時或

ハ 肝 臓 毒 投 與 時t「 ツ」注 射 ニ ヨ リ雨 値 ハ著 明 二

動 揺 セ リ。

(3)雨 値 ノ増 減 度 ハ 皮 膚 反 慮 ヲ測 定 シi其 ノ強

サ テ可 及 的 一 定 トナ シ観 察 シ タル モ、PPD及

ビPPS工 於 テ比 較 的 大 ナ リ0從 ツテ結 核 個 艦

ニ ヨル血糖 下 降 、 沃 酸 値 上 昇 ノ機 轄 ニハ 、 少 ナ

ク トモ0ツ 」中 ノらボ リペ ブチー ド」性物 質 ハ 見 過

スベ カ ラザ ル因 子 ナ ラ ン.

(4>健 康 及 ビ結 核 家 兎 二、 ドツ」連 績 注 射 シタル

ニ、 其 ノ副 腎 、 肝 臓 、 脾 臓 ノ臓 器 沃 度酸 寒 冷値

ノ・著 明 二減 少 シ、肺 臓 二於 テ ノ ミ増 加 シ タ リ。

欄 筆 二臨 ミ今村 教授 ノ御 指 導 御 校 閲 二深 謝 シ、

併 セ テ西 垣 講 師 ノ御 助言 二敬 意 テ表 ス。
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    3.  Schilddrilsen-Schwellung begleiteten Lungentuberkulose haben  gewOhnlich  'einen 
 erhOhten Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des Blutserums,  und zwar  solche mit  Struma 

 parenchymatosa einen  häheren als  kranke mit Struma simplex. Und bei aktiver Tuber-
kulose mit einhergehender Struma ist der  Jodsaure  wert des Blutserums stark gestigen, 
wogegen der Blutzuckergehalt in  zahlreichen Fallen meist  unverandert oder niedrig ist. 
Daraus  ergibt sich, dass beinahe  iiberall dort, wo diese beiden Wert  betrachtlich gestigen 
sind, die  Aktivitat der Tuberkulose verneint werden kann.  Autoreferat.) 

 Experimentelle Untersuchungen  iiber den Einfluss des Tuberkulins 

           auf Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des  Blutserums 

                      bei  tuberkulósen Kaninchen. 

                                   Von 

                            Hyoichiro Ikeuchi. 

 (Aus der  ill. Med. Klinik der  Kaiserliclzen  Universität zu Osaka  und dem Takeo-Institut 
 far Tuberkulose-Forschung,  Direktor: Prof. Dr. A.  Imamura.) 

    1. Ich  babe  iiber einen zeitraums von 10  Tagen  taglich an gesunden  Kaninchen 
Tuberkulin—altes-Tuberkulin—albumosefreies Tuberkulin—Tuberkulin PPD (nach Seibert) 
oder sogenannte PPS  (nach Toda), eingespritzt u. dabei festgestellt dass eine Tendenz 
vorhanden ist, nach der Blutzuckergehalt zeitweilig abnimmt, der  Jodsaurewert des 
Blutserums dagegen aber ansteigt. Bei  tuberkulOsen Kaninchen ist diese Tendenz etwas 

 auffalliger festzustellen als bei Gesunden. 
    2. Unter normalen  Bedingungen oder in Zeiten, wo die Funktion der Leber  und 

des  reticuloendothelialen Systems gesteigert worden ist, durch Injektion von  Tuberkulin 
ist die Schwankung des Blutzuckergehaltes  und des  Jodsaurewertes klein, dagegen  ist 
sie jedoch stark bemerkbar in Fallen, wo Lebergift gegeben oder das reticuloendotheliale 
System blockiert wurde. 

    3. Die Schwankung des  Blutzuckergehaltes  und des  Jodsaurewertes des Blutserums 
ist unter nahezu  gleichmassiger Haut-Reaktion nach Injektion von PPD (nach Seibert) 

 und PPS (nach Toda)  verhaltnismassig gross. Ich glaube daher, dass die polypeptidische 
Substanz im Tuberkulin die Verminderung der Blutzuckergehaltes  und das Aufsteigen 
des  Jodsaurewertes des  Blutserums verursacht  und meinen, dass diese Annahme beson-
derer Beachtung wert ist. 

    4. In  taglicher ununterbrochener Injektion von Tuberkulin an gesunden  und  tuber-
kulOsen Kaninchen habe ich festgestellt, dass der  Jodsaurekaltewert der Organe der 
Nebenniere, Leber  und  Milz stark abnimmt, der der Organe der Lungen jedoch ansteigt. 

 (Autoreferat.)




